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地図 2 : 内城集落図

















量は 2,147ミリで、梅雨期の 5月と 6月、および 7月から 9月の台風に伴う降雨量が目立ち、
この 5か月で全体の 50パーセントを超えるという［和泊町誌編集委員会 : 1984、23-24］。
『境界性の人類学』によれば、沖永良部島は台風の通り道にあたり、「台風銀座」とも称
されるほど、毎年通過する。昭和 52（1977）年 9月 9日には、当時日本の気候観測始まっ
て以来の最低気圧を記録した「沖永良部台風」が来襲し、農畜産物や家屋など、総額 65
億円という甚大な被害を出した。これ以降、鉄筋コンクリートや木造モルタルなど、強風
に強い家屋が建てられるようになったという［高橋孝代 : 2006、67］。また、明治 31（1898）
年 8月 27日に沖永良部島と与論島を襲った台風により、島内の民家はほとんど壊滅、赤
痢の大流行も発生し、甚大な被害を出したが、これが翌明治 32（1899）年の長崎県口之



























戦後における人口の推移についてみてみると、昭和 30（1955）年には 527人、同 35（1960）

































































下となり、「沖永良部島代官系図」［永吉毅 : 1956所収］によれば、元禄 3（1690）年から
は「此代徳之島沖永良部島御支配相分れ与人上国も此代より被仰渡候」と、沖永良部島に












































の数字は享保の内検［和泊町誌編集委員会 : 1985、374］、明和 9年以降は「沖永良部島代
官系図」に記された宗門改めのものである。合計の人口のみを紹介すると、享保 12年は
1万 87人であったのに対し、明和 9年は 1万 1,407人（うち遠島関係 79人）、天明 6（1786）
年は 9,205人（うち遠島関係 60人）、寛政 12（1800）年は 9,584人（うち遠島関係 75人）、
文化 12（1815）年は 9,046人（うち遠島関係 75人）、文政 6（1823）年は 9,378人（うち
遠島関係 54人）、天保 3（1832）年は 9,674人（うち遠島関係 76人）、天保 8（1837）年
は 9,868人（うち遠島関係 100人）、弘化 2（1845）年は 1万 788人（うち郷士格 4家 133人、
遠島関係 129人）、嘉永 5（1852）年は 1万 1,290人（うち郷士格 4家 174人、遠島関係
86人）、安政 6（1859）年は 1万 2,164人（うち郷士格 4家 93人、遠島関係 96人）、慶応
図 1 : 島役人の組織表
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元（1865）年は 1万 3,509人（うち郷士格 4家 93人、遠島関係 80人）、明治 2（1869）年








永 12（1635）年は 4,158石余であったが、万治 3年の万治内検では 5,828石余となり、享





系図」［永吉毅 : 1956］にみえる。具体的には、享保 4（1719）年の尚敬王即位・冊封の
際にはそのために 2名の宰領が申付けられており、ほか宝暦 6（1756）年の尚穆王、寛政
12（1800）年の尚温王、文化 5（1808）年の尚景王、天保 9（1838）年の尚育王、慶応 2（1866）
表 1 : 近世期における人口の推移
和暦 西暦 百姓等 郷士格 遠島関係 合計
享保 12年 1727 10,087
明和 9年 1772 11,328 79 11,407
天明 6年 1786 9,145 60 9,205
寛政 12年 1800 9,508 75 9,584
文化 12年 1815 8,971 75 9,046
文政 6年 1823 9,324 54 9,378
天保 3年 1832 9,598 76 9,674
天保 8年 1837 9,768 100 9,868
弘化 2年 1845 10,636 133 129 10,788
嘉永 5年 1852 11,030 174 86 11,290
安政 6年 1859 11,975 93 96 12,164
慶応元年 1865 13,336 93 80 13,509





















































児島県大島郡和泊町教育委員会 : 2019］の内容である。これは、平成 26（2014）年 1月
から平成 30（2018）年 11月まで実施された世之主の墓を含む内城泉川古墓群の発掘成果
報告書であるが、本書によると世之主の墓は 17世紀後半以降の石積み技法が使用され、
































































































































































































明治 41（1908）年 4月 1日に「沖縄県及島嶼町村制」が施行されると、和泊村・知名

















これまでの「金毘羅」は大物主神社と改称し、祭日は毎年 3月と 11月の 10日に、「天神」
は菅原神社と改称し、祭日は毎年 2月と 11月の 25日に、「弁天」は厳島神社と改称し、








































































































































































N. Nさん（昭和 7年生・男性）の本家 N家では、キビを主に、他に麦（ムジ）、ズイキ
などを育てていた。妻と一緒に作業していたが、亡くなってからはハーベスターを使うよ
うになった。反収を上げるための培土の手入れには、技術と量が大事だという。上手な人

















写真 1 : 赤土の畑（佐藤惇平 2018年 8月 27日撮影）
































































































































































年 11月 5日の東京大会にて、種子島、屋久島、奄美を含め 1,300名からなる生産者代表
の陳情団を結成し、価格大幅引き上げ要求の陳情を行った結果、1トンあたり 7,030円か
























































































































































































































































































食べる分の麦や粟を 1反歩ほど作っていたという。さらに、粟は終戦後の昭和 20年頃の 2、
3年間ほどしか作らず、長くは作らなかった。米の少ない時代に食べていた。
4、5月に播種をし、雑草や鳥除けといった手入れを行った。粟は粒が小さいため、3 : 1










































































































































































































































































































の木がある家もある。2、3月と 8月の年 2回収穫できる。しかし、平成 30（2018）年は
雨が少なかったため、あまりならなかった。500円ほどで売られていることもある。





































































































































































































































































































いという。和華信という N. Nさんが育てた牛が、平成 16（2004）年に種牛になったため、
良い肉が作れると話す。和華信という名前の由来は、和泊の華という意味である。
写真 14 :  第 11回大島地区肉用牛振興大会時の記念撮
影（片山慶次 2018年 8月 28日撮影）






























































































































































































































































































































































































1人は本家である T. Mさん（昭和初年～10年生・女性）の夫である I. Mさん（故・生年
不明・男性）、もう 1人はM. Tさんの兄にあたる Kさん、そして R. Mさんであった。こ
の 3人でいつも弁当を持って畑に向かい、キビの草取りをした。「今日はウチ（の畑）、明




















N. Nさんは昭和 7（1932）年 12月 8日に生まれた。父親は純農家だが、19歳から大工
をしていた。当時は職がなく、沖永良部島で2年間大工として働いた。その後、昭和24（1949）
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写真 19 : サバ（真柄侑 2017年 8月 29日撮影）
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写真 21 : ムジ（阿利よし乃 2018年 8月 28日撮影）
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が肉が好きだったため、肉を多め、味噌を写真 23 : アゲミソ（佐竹由羽 2018年 8月 26日撮影）
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写真 25 :  たけのこと押切（畠山稜平 2017年 8月 27
日撮影）
93



































































































































































































































































































































写真 29 : イジスク饅頭（佐藤彩 2018年 8月 29日撮影） 写真 30 : ヤチムチ（板橋奈南 2018年 8月 29日撮影）
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写真 32 :  食物を貯蔵していた甕（福澤光稀 2018年 8
月 25日撮影）
写真 33 :  ハラに皮を剥いたヒルを入れる様子（佐竹
由羽 2018年 8月 28日撮影）
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写真 34 : カラカラ（雫石千尋 2017年 8月 30日撮影）
写真 35 :  R. Mさんの家の井戸（政岡伸洋 2019年 4
月 27日撮影）


































写真 37 :  T．Mさん宅の外観（畠山稜平 2017年 8月
27日撮影）
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写真 38 :  昔の家屋（資料提供 : R. 
Mさん）
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写真 39 :  N. Nさん宅のウシヌヤ（羽柴南枝 2017年 8
月 26日撮影）
写真 40 :  昔のワーヌヤと便所跡（阿利よし乃 2018年
8月 28日撮影）

































も使われた（詳細は、「第 5章第 1節産育儀礼、第 5節葬送儀礼」を参照）。
111

































下図は、T. Mさん、R. Mさん、N. Nさんのそれぞれの間取り図である。なお、各部屋
図 2 : T. Mさん宅の間取り
図 3 : R. Mさん宅の間取り
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図 4 : N. Nさん宅の間取り
写真 44 :  N. Nさん宅のファーマ（羽柴南枝 2018年 8
月 25日撮影）









































葺く人が 1人、縄をくくる人が 1人、針を通す人が 1人、茅を担ぐ人が 2～3人の、おお









































































































Y. Kさん（大正 12年生・女性）の子どもは娘 5人息子 1人であるが、親の名前を取ら
ないから男の子が出来ないと言われた。その後 4人目のHさんは父の名前から一文字取り、
5人目の Uさんは母の名前から一文字取った。

















が、94世帯中、1人が最も多く 37世帯、次に 2人が 33世帯、3人が 11世帯、4人と 5人








表 2 : 内城の家族構成
人数
1 2 3 4 5 6 7
合計
世代 数 ％
I 37 28 65 69%
II 5 11 6 5 1 28 30%
III 1 1 1%
合計
37 33 11 6 6 1
94 100%





























































































































































































































内城地区には現在 7つの組が存在し、平成 29（2017）年では戸数が 95戸、人口は約
190人となっている。組ごとに見ていくと、1組 7戸、2組 9戸、3組 30戸、4組 15戸、









































 8,000円 ③ 敬老者の夫婦世帯
 7,000円 ④ 母子/父子世帯（修学中世帯とする）







































































































































































































































































































































































































































































































































































































































婚は、A. Oさんが 20歳を過ぎたころに、母親から「あんたは T. Oの嫁さんになれよ」と


























































































































































































































下図は、N. Nさんのシキの座順と R. Mさんのシキの座順である。シキの並びはトゥク
ヌマを上にして部屋を半分に分ける。本家分家などでの座順はあまり意識されない。また、
写真 48 :  シキで用いた酒器（雫石千尋 2017年 8月
30日撮影）






























































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































の管理は、E. Hさんの祖父から E. Hさんのおじ、おじの息子という順で行われている。
写真 52 :  チュラドゥール（政岡伸洋 2017年 8月 25
日撮影）
写真 50 :  世之主の墓外観（真柄侑 2017年 3月 16日
撮影）








































































































八十八の祝いは 1月 2日に行うとも旧暦 8月 8日に行うともいわれる。近年よく行うのは
六十一の祝い、七十三の祝い、八十五の祝い、八十八の祝いである。その詳細については、







































































































































写真 55 :  盆のカミダナ（H家）（佐藤彩 2018年 8月
25日撮影）














































































































































写真 57 :  口寄せの供え物─アラナンカ・四十九日①
（資料提供 : M. Sさん）
写真 59 :  口寄せの供え物─三七日（資料提供 : M. S
さん）
写真 58 :  口寄せの供え物─アラナンカ・四十九日②



































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































期　間 : 2017年 5月 20日（土）～24日（水）
内　容 : 現地との事前打ち合わせ
参加者 : 政岡
期　間 : 2017年 7月 29日（土）～8月 3日（木）
内　容 : 現地との事前打ち合わせおよび予備調査
参加者 : 政岡、真柄
期　間 : 2017年 8月 23日（水）～9月 1日（金）
内　容 : 現地巡検および聞き書きを中心とする現地調査（以下、聞き書き調査）
参加者 : 政岡、真柄、阿部、遠藤、雫石、畠山、嶺岸、佐藤（瑞）、羽柴






期　間 : 2018年 5月 11日（金）～14日（月）
内　容 : 現地との事前打ち合わせ
参加者 : 政岡、真柄
期　間 : 2018年 7月 31日（火）～8月 3日（金）
内　容 : 現地との事前打ち合わせおよび予備調査
参加者 : 政岡、真柄
期　間 : 2018年 8月 22日（水）～30日（木）
内　容 : 聞き書き調査
参加者 :  政岡、阿利、真柄、板橋、小畑、片山、近藤、佐竹、佐藤（彩）、佐藤（惇）、 
佐藤（瑞）、布川、羽柴、福澤
（2019年度）
期　間 : 2019年 4月 22日（月）～26日（金）
内　容 : 調査成果報告会に向けた事前打ち合わせ
参加者 : 政岡、真柄
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